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街頭募金1

実際に行動しよう！ ◀ 
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イベント実施の手順

❸

清泉女子大学ボランティアセンター（東京都品川区）は、▶
品川駅前で街頭募金を「世界難民の日」キャンペーン
期間に毎年実施。（2010年6月）

アイデア【いつでも】・・・・・・・・・・皆さまのさまざまなイベントのアイデアを形に。国連UNHCR協会では「世界難民の
日」キャンペーンとして、また「国連デー」である10月24日を中心に9月から12月の文
化祭やイベントシーズンに合わせて皆さまご自身が主役となり企画や主催をすること
を呼びかけています。

Ⓒ 清泉女子大学ボランティアセンターⒸ 清泉女子大学ボランティアセンター

ポスターやパネルを活用し、UNHCRの活動を説明する協会案内を
配布しながら募金を呼びかけます。

国連UNHCR協会ホームページには、これまでに「世界難民の日」
登録イベントとして開催された催しが紹介されていますので、イベ
ント企画の参考にしてください。

準備【約１ヶ月前に】・・・・・・・・・・・写真パネル・配布資料などは1ヶ月前までに国連UNHCR協会へお申し込みを
お願いします。(裏表紙の資料請求書をご利用下さい。)
国連UNHCR協会の名称・ロゴの入った広告やチラシを作成の場合、事前に協会
の確認をお取りください。詳細はP.5をご参照ください。

イベント当日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・イベントの様子を写真に撮って記録しましょう。難民について、UNHCRの活動に
ついて伝えましょう。

開催後【約1週間までに】・・・・・ 集まった募金を国連UNHCR協会へお振込み下さい。
（協会資料「協会案内」に付いている手数料を当協会が負担する専用振込用紙を
ご利用ください。）
イベントの様子を国連UNHCR協会にご報告下さい。
協会ニュースレターの報告記事などでご紹介させていただくこともあります。

募金活動を行う場合～国連難民募金～

沖縄県那覇市内の沖縄銀行本店で「世界難民写真パネル展～沖縄発！ 世界の難民に想いを届けよう！▶
～ゆいまーる精神あふれる沖縄より想いをこめて」を開催し募金箱を設置。（2010年7月）
※「ゆいまーる」とは沖縄の言葉で“助け合いのこころ”という意味。 Ⓒ Minako SHIMOJIⒸ Minako SHIMOJI

公道を利用
する場合

①「道路使用許可申告書」（用紙の入手は管轄の警察署などから）
   ●申請書の「道路使用の目的」欄には次のようにご記入ください。

　　国連の難民支援機関であるUNHCR（国連難民高等弁務官事務所）の公式支援窓口である
　　国連UNHCR協会に協力するための街頭募金活動を実施。

②「国連難民募金」趣意書の添付（必要に応じて）
上記の「道路使用許可申請書」の添付書類として提出が必要な場合は、国連UNHCR協会までご連絡ください。
※警察署によっては、下記いずれかの対応が求められることがあります。

●道路使用料は原則有料ですが、「道路使用料減免のお願い」を提出することにより、使用料が免除（無料）となる
こともあります。

   ●国連UNHCR協会事務局長名での申請を求められた場合はご相談ください。

   ●国連UNHCR協会事務局長名による「貴敷地使用許可のお願い」が
　　必要な場合はご相談ください。

管轄の警察署に道路使用許可の申請が必要です。
詳細は管轄により異なりますので、事前に各団体より直接、管轄の警察署にお問い
合わせください。

敷地使用許可などの申請が必要です。
店舗・商店街・公園等を
利用する場合



実際に行動しよう！
難民写真パネル展2
公民館やホテルのロビーなどの会場を借り、貸出写真パネルを利用して写真展を開催
します。市や区などの広報誌などで事前告知し、より多くの人に来てもらえるように働き
かけます。

講演会4
会場を用意した上で講師を招いて、セミナーやディスカッションを開催します。

DVD「難民とともに」上映会3

緊急事態に立ちあがろう6
緊急事態が発生した時こそUNHCRの援助活動は多岐にわたり実施されます。集まっ
た募金は緊急事態の難民たちの命をつなぎ、希望を与えます。街頭募金をしたり、その
状況を伝えたり、遠く離れた日本からでも力を合わせて難民たちを支えていきましょう。

❹

Ⓒ 日本国際連合協会兵庫県本部Ⓒ 日本国際連合協会兵庫県本部

Ⓒ Minako SHIMOJIⒸ Minako SHIMOJI

Ⓒ 宇都宮大学Ⓒ 宇都宮大学

ワークショップ・朗読会5
難民問題を伝える物語や紙芝居、ゲームやクイズを作ったり、難民問題をわかりやすく
伝える絵本「ほんのすこしの勇気から」（求龍堂）や、難民に関する本を用い、順番に
読む輪読や、読み聞かせをします。
勉強会を開き、難民問題について調べた事を発表したり、参加者同士学びあいます。

すく
に

Ⓒ KenyUsMusicⒸ KenyUsMusic

難民に関する映画や貸出DVD「難民とともに」を利用した上映会を開催します。
上映会の前後に勉強会等をあわせて開催すると理解がさらに深まります。

まっ
その

Ⓒ 国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョンⒸ 国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョン

難民援助の現場を訪問したり、そこで働いた経験のあるUNHCR職員や国連UNHCR協会関係者を招いての
講演会を開催したい場合にはご相談ください。

協会のホームページでは緊急支援にかかわる情報を日々更新しています。また協会や協力団体のおこなって
いるキャンペーンやプロジェクトなどの内容詳細をご紹介しています。ご覧ください。

沖縄県名桜大学学園祭でDVD「難民とともに」の上映会を開催。
UNHCRの活動についてのミニレクチャー、難民写真パネル展も同時開催。
（2010年12月）

▶

日本国際連合協会兵庫県本部は、ひょうご国際プラザ交流ギャラリーにて難民
写真パネル展を2ヶ月間にわたり開催。（2010年12月）

▶

▶

国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョンの合同地区研修会において
「ハイチ大地震とパキスタン洪水緊急支援のお願い」の募金活動を実施。
（2010年10月）

▶

栃木県立とちぎ海浜自然の家で開催された宇都宮大学、作新学院大学、
白鷗大学連携事業「国際キャリア合宿セミナー」の様子。（2010年9月）

▶

ケニアの難民キャンプで難民アーティストを発掘、若者の夢や希望を応援する
『CampBeat～Muzik for schools～』プロジェクト。学校建設に向けてたく
さんの温かいご支援が寄せられた。写真は学生チーム『KenyUsMusic』の
ワークショップの様子。（2010年6月）
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難民支援チャリティイベント7
皆さまの所属する団体の定例イベントをチャリティイベントとしたり、音楽コンサート、ダンス、ライブなど得意分野を活かしてチャリティ
イベントを企画や開催します。様々な団体がチャリティイベントを開催し、難民支援にご協力下さっています。

❺

Ⓒ 財団法人あすてⒸ 財団法人あすて

Ⓒ 高崎市国際交流協会Ⓒ 高崎市国際交流協会

Ⓒ 国連UNHCR協会Ⓒ 国連UNHCR協会

Ⓒ A.I Co.,LtdⒸ A.I Co.,Ltd

ガールスカウト・ボーイスカウトでは・・・

①ガールスカウトの取り組み
2010年から日本の緑のために日本のガールスカウトが中心
となって地域の人と活動し、その頑張りから得たものや収益
で、難民キャンプの自然環境の回復を支援するピースプロ
ジェクト

   グ リー ナ ー      グ リー ナ ー  
Greener×GreenerをUNHCRと協力し行ってい

ます。

②ボーイスカウトの取り組み
2010年第15回日本ジャンボリーの地球開発村ではブースを
設けUNHCRと協力して難民理解のためのプログラムが
実施されました。

Ⓒボーイスカウト日本連盟Ⓒボーイスカウト日本連盟

ガールスカウトとボースカウトではスカウトの精神の奉仕活動として、UNHCRと協力して様々なプロジェクトを実践してきています。

▲静岡県朝霧高原で開催された第15
回日本ジャンボリーで約2万人の
ボーイスカウトにUNHCRの活動を
説明するプログラムを実施。

　（2010年8月）

①

②

Ⓒ ガールスカウト埼玉県支部Ⓒ ガールスカウト埼玉県支部

▲ガールスカウト日本連盟90周年記
念全国一斉イベントとして、埼玉県
支部に所属する62ケ団では県内各
地で募金活動を実施。写真は川口駅
で街頭募金の様子。（2010年5月）

国連UNHCR協会の名称やロゴを許可なくご使用いただくことはできません。
イベント等の広報誌やWEBによる事前告知やポスター･チラシで名称やロゴの使用を希望される場合には、事前に当協会との確認
および文書の取り交わしが必要となります。配信・印刷される前に必ずご連絡ください。詳細は、国連UNHCR協会までお問い
合せください。  E-mail：info@japanforunhcr.org

〔国連UNHCR協会の名称・ロゴ使用についてのお願い〕

群馬県の高崎市国際交
流協会ジュニアインター
ナショナルクラブは同協
会主催の青少年のため
の国際理解講演会「平和
なあしたをこどもたちに」
で難民写真パネル展と
募金活動を実施。そこで
は手作りのしおりを手渡
すという工夫をした。
（2010年3月）

▶

愛知県豊田市の財団法
人あすてと所属するボラ
ンティアグループは、チャ
リティバザー、難民写真
パネル展、難民映画上映
会や講演会を開催し、難
民支援活動に役立てられ
た。（2010年10月）

▶

財団法人スターダンサー
ズ・バレエ団（東京都港
区）は、バレエを通した社
会貢献活動、特に難民の
教育支援のためにチャリ
ティ公演を開催。
難民教育援助活動に役
立てられた。
（2010年7月）

▶

群馬県の桐生ロータリー
クラブはチャリティコン
サートを開催。募金活動
をおこなう会場ロビーに
は難民パネルや、地元高
校生による難民について
の学習発表が展示され、
雰囲気を盛り上げていた。
集まった募金はケニアの
学校再建援助活動に役立
てられた。（2010年4月）

▶



集まった募金は・・・

❼

ゆうちょ銀行
口座番号：00140-6-569575 加入者名：国連UNHCR協会

インターネット
www.japanforunhcr.org「今すぐご寄付」より
※ご寄付は銀行、クレジットカード、Edyなどによってお申し込みいただけます。
※コンビニやゆうちょ銀行の払込票のご請求もこちらからお申し込みいただけます。

※協会資料「協会案内」についている手数料を当協会がお支払する専用振込用紙をご利用ください。

〔ご寄付が現地に届くまで〕

皆さまから集まった大切な募金は以下の方法で協会へ送金してください。後日領収証をお送りいたします。

集まった募金でできること・・・

皆さまからの募金

世界各地の難民の保護・支援

国連UNHCR協会（東京）

UNHCR本部
（スイス／ジュネーブ）

■タイの難民キャンプ、タムヒン・キャンプに暮らすガガ君から

■避難生活を終えてアフガニスタンで新しい生活を始めたお父さんから

UNHCR各国事務所
（世界各地）

UNHCRパートナー
（NGO／NPO）

集まった募金はUNHCRを通して世界の難民支援に役立てられています。
UNHCRは難民の保護に力を注ぐだけでなく、難民が再び自立した生活
がおくれるよう支援しています。

例えば、力をあわせると・・・

教科書一人分 調理器具セット一家族分 家族が住めるテント1張

友達と友達と

×3枚×3枚 500500
クラスでクラスで

×5枚×5枚

学校で学校で

×15枚×15枚

難民からのありがとう

Ⓒ国連UNHCR協会Ⓒ国連UNHCR協会

Ⓒ国連UNHCR協会Ⓒ国連UNHCR協会

ⒸUNHCR/J.RedfernⒸUNHCR/J.Redfern Ⓒ国連UNHCR協会Ⓒ国連UNHCR協会 ⒸUNHCR/H.CauxⒸUNHCR/H.Caux

私たちは夫婦と子ども2人の4人家族です。10年以上におよぶパキスタンでの避難
生活を終えてアフガニスタンに帰ってきました。故郷で新たに生活を始めた矢先に、
私は地雷を踏んで片足を失ってしまいました。家族の生活を支えるため15歳の息子が
働くと言い出しましたが、彼には将来のために学校に通ってほしいというのが親の願い
でした。そんなときにUNHCRの支援で養鶏所を始めることができました。3カ月後には
卵や鶏肉をマ一ケットで売るまでになり、月60ドルの収入が得られ、自立した生活が
できるようになりました。私たち家族はUNHCRとUNHCRをサポ一トしてくれる皆さまの支援
に、心から感謝しています。

ＵＮＨＣＲがタイで支援する、９つの難民キャンプのひとつ、タムヒン・キャンプで暮らすガガ
君は、このキャンプで生まれ育ちました。難民キャンプの学校で友達と勉強することが大
好きだといっています。ＵＮＨＣＲでは、子どもたちが一生懸命勉強をできるように、そして、
故郷に帰還できない難民の家族が、明るい未来を切り開いていけるように、活動を続
けています。皆さまのご支援が、ガガ君のような、難民キャンプで暮らすひとりひとりの、生
きる希望につながっています。

▲UNHCRの支援で始めた養鶏所

▲手書きの手紙

B A N K

円札

「2年生のガガです。
　ありがとう。」


